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p個人の様々な営みにまで波及
p国際競争への果敢な挑戦、国際的な理解と協調が

不可欠

グローバル化の進展

p知識社会への移行
p知識や情報を入手、発信、対話する能力が重要

ＩＴ革命の進展

子どもたちが、国際的共通語としての英語のコミュニケーション能力を身に付けることが不可欠

「『英語が使える日本人』の育成のための戦略構想」の策定
～英語教育の抜本的改善のための総合的・具体的アクションプラン～

「『英語が使える日本人』の育成のための戦略構想」の策定
～英語教育の抜本的改善のための総合的・具体的アクションプラン～

平成１５年度予算措置 施策の推進

学習指導要領の改訂（平成１０年度）
英語指導方法等改善の推進に関する懇談会
英語教育改革に関する懇談会　（平成１２年～）

「『英語が使える日本人』の育成のための行動計画」の策定
l「英語が使える日本人」を育成する体制の確立のための５カ年計画
l平成２０年度を目指した英語教育の改善の目標や方向性を明らかにし、その実現のために国と

して取り組むべき施策を具体的に記載
l改善の取組状況を評価し、毎年、計画の見直し

「『英語が使える日本人』の育成のための行動計画」の策定
l「英語が使える日本人」を育成する体制の確立のための５カ年計画
l平成２０年度を目指した英語教育の改善の目標や方向性を明らかにし、その実現のために国と

して取り組むべき施策を具体的に記載
l改善の取組状況を評価し、毎年、計画の見直し

行動計画策定の趣旨



l英語を使用する活動を積み重ねながらコミュニケーション
能力の育成を図る
l英語の授業の大半は英語を用いて行う
l地域に英語教育に関する先進校を形成する

「英語が使える
日本人」育成

の目標
l中・高等学校を卒
業したら英語でコミュ
ニケーションができ
る
l大学を卒業したら
仕事で英語が使え
る

英語の
授業

l概ね全ての英語教員が、上記の授業を行うことのできる
一定の英語力及び教授力を備える
l中・高等学校の英語の授業に週１回以上はネイティブス

ピーカーが参加する
l英語に堪能な地域の人材を積極的に活用する

英語
教員

l毎年10,000人の高校生が海外留学する
l授業以外で英語を使う機会が充実する
l英語を用いて世界へ情報発信するなど、国際交流を一層

活発にする

モティ
ベーショ

ン

l聞く及び話す能力を含むコミュニケーション能力を適切に
評価する
l大学や高校入試において、リスニングテスト、外部検定試

験の活用を促進する

入学者
選抜等

l総合的な学習の時間などにおいて英会話活動を行ってい
る小学校について、その実施回数の３分の１程度は、外
国人教員、英語に堪能な者又は中学校等の英語教員に
よる指導を行う

小学校
英会話
活動

l英語によるコミュニケーション能力の育成の
ため、すべての知的活動の基盤となる国語
を適切に表現し正確に理解する能力を育成
する

国語力
の向上

lスーパー・イングリッシュ・ランゲー
ジ・ハイスクール（平成１７年度まで
に計100校を目標）
l特色ある大学教育支援プログラム
l英語教育改善実施状況調査　等

l英語教員が備えておくべき英語力の
目標値の設定
l全英語教員に対する集中的研修
l海外研修の充実（２ヶ月枠を創設）
l優れたＡＬＴ等の正規教員への採用

促進　学校いきいきプランの推進等

l高校生留学の促進（1,000人対象に
支援）
l外国語長期体験活動推進事業
l国際交流を推進する情報提供活動　

等

l大学入試センター試験のリスニン
グテスト導入（18年度実施を目標）
l大学・高校入試での外部検定試験

結果の活用促進　等

l小学校英会話活動推進のための
手引の作成
l経験豊かなＡＬＴや地域人材の活

用促進
l今後の小学校英語教育の在り方に

関する研究　等

平成２０年度を目指した目標

l国語力向上モデル事業
l子どもの読書活動の推進
l「これからの時代に求められる国語力」の検討

（文化審議会）　　等

l英語教育の改善
のための取組が
着実に推進される
よう、中・高・大学
の英語教育に関
する実践的研究を
総合的に実施

実践
的研
究

l中・高等学校段階で求められる英語力の
指標
l中・高等学校における英語教育及び教員

の研修プログラム
l英語教員が備えておくべき英語力の目標

値
l大学の英語教育の在り方
l諸外国における英語教育の取組

「英語が使える日本人」の育成のための行動計画（概要）



挨拶や応対、身近な暮らし
に関わる話題などについて
平易なコミュニケーションが
できる（平均英検３級程度）

挨拶や応対、身近な暮らし
に関わる話題などについて
平易なコミュニケーションが
できる（平均英検３級程度）

日常的な話題などについ
て通常のコミュニケーショ
ンができる（平均英検準２
級～２級程度）

日常的な話題などについ
て通常のコミュニケーショ
ンができる（平均英検準２
級～２級程度）

各大学が、仕事で英語が使
える人材を育成する観点か
ら、達成目標を設定

各大学が、仕事で英語が使
える人材を育成する観点か
ら、達成目標を設定

p「聞く」「話す」「読む」「書く」の総合的なコミュニケーション能力を身に付ける
p日本人全体として、客観的指標に基づいて世界平均水準の英語力を目指す

p「聞く」「話す」「読む」「書く」の総合的なコミュニケーション能力を身に付ける
p日本人全体として、客観的指標に基づいて世界平均水準の英語力を目指す

「英語が使える日本人」育成の目標

国民全体に求め
られる英語力

専門分野に必要な英語力や国際社会に
活躍する人材等に求められる英語力

高
等
学
校

中
学
校

大
学



新教育課程の推進
l 実践的コミュニケーション能力育成を重視した新学習指導要領の趣旨の実現
l 目標に準拠した評価（いわゆる絶対評価）の推進

先進的な英語教育等の推進
l スーパー・イングリッシュ・ランゲージ・ハイスクール
l 研究開発学校制度
l 特色ある大学教育支援プログラム
l 英語による特別コースへの参加の促進

情報の積極的提供
l 中・高等学校における英語によ

る指導、少人数、習熟度別指
導の実施状況等を調査

l 各大学の英語教育の達成目標
の設定状況等を調査

優れた実践事例等の共有化
の推進

l英語教育に関する先進的取組事例集
の作成（平成１５年度）
l教育情報ナショナルセンターを通じ特
色ある実践事例の共有化の推進

改
善
の
取
組

の
促
進

優
れ
た
授

業
実
践
の

普
及

p英語の授業の大半は英語を用いて行い、生徒や学生が英語でコミュニケーション
を行う活動を多く取り入れる
p中・高等学校等の英語の授業で少人数指導や習熟度別指導などを積極的に取り

入れる
p地域に英語教育に関する先進校を形成する

p英語の授業の大半は英語を用いて行い、生徒や学生が英語でコミュニケーション
を行う活動を多く取り入れる
p中・高等学校等の英語の授業で少人数指導や習熟度別指導などを積極的に取り

入れる
p地域に英語教育に関する先進校を形成する

英語を使用する活動を積み重ねながらコミュニケーション能力の育成を図る

英語の授業の改善

指導方法、教材等の改善
l 教職員定数改善計画の推進
l 教科書及び教材における工夫

の促進



p概ね全ての英語教員が、英語を使用する活動を積み重ねながらコミュニケーショ
ン能力の育成を図る授業を行うことのできる英語力（英検準一級、TOEFL550点、
TOEIC730点程度以上）及び教授力を備える
p地域レベルのリーダー的教員を中核として、地域の英語教育の向上を図る
p中・高等学校の英語の授業に週１回以上はネイティブスピーカーが参加する
p英語に堪能な地域の人材を積極的に活用する

p概ね全ての英語教員が、英語を使用する活動を積み重ねながらコミュニケーショ
ン能力の育成を図る授業を行うことのできる英語力（英検準一級、TOEFL550点、
TOEIC730点程度以上）及び教授力を備える
p地域レベルのリーダー的教員を中核として、地域の英語教育の向上を図る
p中・高等学校の英語の授業に週１回以上はネイティブスピーカーが参加する
p英語に堪能な地域の人材を積極的に活用する

英語教員の集中的研修の推進
５カ年計画による集中的研修の推進

地域のリーダー的教員
育成の推進

連携

ネイティブスピーカーの活用促進
l ＡＬＴ（外国語指導助手）の活用促進
l 優れたＡＬＴ等の正規教員への採用促進

英語に堪能な地域人材の活用
促進

学校いきいきプランや特別免許状、特別非
常勤講師制度により、英語に堪能な地域人
材の活用促進

教
員
の
意
欲

向
上

研
修
講

師
等

英語教員の
指導力向上

採用・評価の際の考慮
l教員採用の改善の促進
l教員評価の改善の促進

英語教員の指導力向上及び指導体制の充実

l 優れた英語教
員への海外研
修の充実　等

l 英語教育指導
者講座の実施



p毎年10,000人の高校生が海外留学する
p授業以外で英語を使う機会が充実する
p英語を用いて世界へ情報発信するなど、国際交流を一層活発にする

p毎年10,000人の高校生が海外留学する
p授業以外で英語を使う機会が充実する
p英語を用いて世界へ情報発信するなど、国際交流を一層活発にする

モティベーションの向上

英語を使う機会の充実
l地域人材等を活用した取組の推進
l外国語長期体験活動の推進
l特色ある取組に関する事例集の作成等

国際理解教育の推進
l新学習指導要領の趣旨の実現
l国際理解教育に関する指導事例集の作成（平成１５年度）

留学機会の拡大
l高校生留学の促進
l大学生等の留学促進

国際交流の推進
l国際交流を推進する情報
提供活動の推進
l英語版学校紹介ホームペー
ジ作成の促進

英語によるコミュニケーショ
ン能力を身に付ける意義
や面白さの理解

英語が使えたという喜び
や成就感

英語学習へのモティベーションの向上



p聞く及び話す能力を含むコミュニケーション能力を適切に評価する
p大学や高校入試において、リスニングテスト、外部検定試験の活用を促進する

p聞く及び話す能力を含むコミュニケーション能力を適切に評価する
p大学や高校入試において、リスニングテスト、外部検定試験の活用を促進する

コミュニケーション能
力の適切な評価

大学及び高校入試での外部検定試験の
活用の促進

各種外部検定試験の内容・程度等に配慮しつつ、一層
の活用を促す

大学入試センター試験
リスニングテストの導入（平成１８年度からの実施を目標）

各大学の入学者選抜の
改善の促進

リスニングテストなどコミュニケー
ション能力が適切に評価される選
抜方法の改善に関する各大学の
取組を促進

高等学校入学者選抜の
改善の促進

リスニングテストに加え、例えば、
英語による口頭試問の導入など
出題方法の改善を促進

入学者選抜における改善

企業等の採用試験における配慮

入学者選抜等における評価の改善



総合的な学習の時間などにおいて英会話活動を行っている小学校について、その
実施回数の３分の１程度は、外国人教員、英語に堪能な者又は中・高等学校の英
語教員による指導を行う

総合的な学習の時間などにおいて英会話活動を行っている小学校について、その
実施回数の３分の１程度は、外国人教員、英語に堪能な者又は中・高等学校の英
語教員による指導を行う

小学校の英会話活動
の円滑な実施を促進

指導力及び指導体制の充実
l英会話活動担当教員への研修の充実
l経験豊かなＡＬＴの配置促進
l英語に堪能な地域人材の活用促進
l中・高等学校教員の小学校英会話活動への参加の促進

指導方法の改善
l小学校英会話活動推進のための手引の作成
l英会話活動の実施状況に関する調査の実施
l研究開発学校制度の推進

小学校の英語教育の在り方に関する
研究

l 教育課程の研究開発
l 小学校の英会話活動の実情把握及び分析（平

成１５年度）
l 今後の小学校英語教育の在り方に関する研究

（平成１５年度～１７年度目途）

小学校の英会話活動の支援



英語によるコミュニケーション能力の育成のため、すべての知的活動の基盤となる
国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成する

英語によるコミュニケーション能力の育成のため、すべての知的活動の基盤となる
国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成する

国語力の向上

「これからの時代に求められ
る国語力」の検討

文化審議会国語分科会において平成１
５年１月に審議経過の概要を公表、引き
続き検討

国語力向上モデル事業の
実施

児童生徒の国語力向上のための推進
校を設け、モデル地域による総合的取
組を推進

新学習指導要領の趣旨の実現
読み書きなどの徹底はもちろんのこと、相
手や目的、場面に応じて国語を適切に表現
し正確に理解する能力を育成し、互いの立
場や考えを尊重しつつ言葉で「伝え合う力」
を高めることに重点

子どもの読書活動の推進
「朝の読書」の推進などにより読書に
親しむ態度を育成し、読書習慣を身
に付けることを推進

言葉に対する意識の高揚
「『言葉』について考える体験事業」
等を実施

国語指導力向上講座の
実施

小・中・高等学校の教員や指導主
事を対象とした国語の指導方法等
についての研修

国語力の向上



英語教育の改善のための取組が着実に推進されるよう、中・高等学校・大学の英語
教育に関する実践的研究を総合的に実施する

英語教育の改善のための取組が着実に推進されるよう、中・高等学校・大学の英語
教育に関する実践的研究を総合的に実施する

中・高等学校段階で求めら
れる英語力の指標に関す
る研究

中・高等学校における英語
教育及び教員の研修プロ
グラムに関する研究

英語教員が備えておくべき
英語力の目標値について
の研究

大学の英語教育の在り方
に関する研究

諸外国における英語教育
の取組に関する研究

学習指導要領等の分析

英語教員等への調査

外部検定試験の分析

求められる英語力の指標に関する具体化

実際の指導状況などを調査

いかなる英語力が測定されるかを分析

指導方法の改善点を具体的に研究

外部検定試験の入試等での活用方策を研究

国内外の英語教育に関する研究や基礎的
データの集約

効果的な指導方法の検討

集中的研修のためのモデルプログラム、
効果的な教員養成プログラムの作成

英語教員が備えるべき英語力及び教授力の
内容について分析

外部検定試験の特性の分析

英語教員が備えておくべき英語力と
外部検定試験との関連等の研究

英語による実践的コミュニ
ケーション能力育成のた
めの指導力の測定の可能
性について検討

「大学を卒業したら仕事で英語が使える」人
材を育成する観点から、教科内容の改善や
大学間の協力体制の構築、大学教員養成
の在り方等について検討

具体的なモデル事例を策定

諸外国における英語教育の取組状況につい
て調査

諸外国の取組事例をまとめる

実践的研究の推進

平成１５年秋までに一定の結論


